
１）家族会とは 

 ・日ごろ悩んでいる苦しみ、困っていることを安心して話せる場であること。  

 ・家族自身が心の健康を保つこと。 

 ・家族の気持ちを話し合って、自分たちの心の安定を図ること。 

 ・病気の勉強をして、不安な気持ちをなくすこと。 

 ・社会資源や制度の充実を図るために、今、何が必要かを話し合ったり行政に働き

かけたりすること。 

 ・一番大切なことは自分たちの気持ちを安定させること。 

２）会の在り方 

 ・安心して参加出来る場であること。 

 ・家族の人が愚痴を言えたり、一人一人が安心して話せる場であること。 

 ・いろいろな負担を会長一人にかけないで、みんなで分かち合うこと。 

３）してはいけないこと 

 ・家族会で話したことが、外部に筒抜けになること。 

 ・他人に対して批判的なことを言うこと。 

 ・その悩みは「10 年続く」とか「まだまだ序の口」とか自分の体験からマイナスに

なるようなことを言って、来た人をがっかりさせること。 

４）会の運営の工夫 

 ・行政とは程よい距離をとって活動すること。 

 （家族が動けば行政も動く。行政が動けば家族、住民が動くことは必須である。） 

 ・家族会のある時は、会員同士声を掛け合って一人でも多く参加するようにしまし

ょう。 

 ・例会ではなるべく全員に発言をしてもらうようにしましょう。 

５）まとめ 

 ・自分たちが元気になれる場であり、安心して参加できる場であること。 

 ・傷をなめあうだけの家族会であってはならない。 

 

 

 

 


